2010 年代の国民生活ニーズとこれに関連する科学技術 by 斎藤 均 et al.














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 胃2 1 ．増加する余暇 時間 △ △
△































































1 ．心の健康と社会性の向上 ☆ ☆
・地域全 体で育む体制の整備
2 ．考える力 の醸成 ☆
・完全5 日制に伴 う学習内容、時間の
減 少の中で基礎学力の維持・向上
3 ．大学教育の改善 ☆ ☆










5 ．教育へ の情報技術の貢献 ☆ ☆
∨





































































































































































②アレルギー疾患への対応 △ ● ○









































































































∨ 4．環境保全により有効な費用負担 ● ○ ● ☆ ☆
の
仕組み
1．高性能・低価格の情報インフラ整 ○ ○ ○ ☆☆
備






















② 地震 ・火 山噴火災害の安全対策 ○ ● ○
③ 各種 災害に共通する安全対策 △ △ △
④ 建物火 災の防止 ● △ ●




3．交通事故の防止対策 ● △ ● ☆ ☆
・自動 車による事故防止
・歩行者 と自転車の事故防止






②環境対策 ○ ● ○
∨



























































































































年 月 日 事　　　　 項 内　　　　　　　　　　　　　　　　 容
197 1 （昭和 46） 諮 問第 5 号 「1970 年 「科学技術政策の 目標」の一つ として、「社会 ・経済などのニーズに
年 4 月 2 1 日 代 にお け る総 合 的 科科学技術 面で こたえ、その実考削こ寄与す るこ と」 とし、 5 つ のニーズ
学 技 術 政 策 の基 本 に の一つ と して 「国民生活 の向上」 に言及。
つ いて 」 に 対す る答 （抄）
申 「国民生活の向上」 に即 しては、
a 保 健 ・医療の向上 （あ らゆる疾病か らの解放 とより高い健康指
向）
b 食 生活 、住生活な ど生活 の向上 （安全 で良質な食 品の組 み合せ
による豊 かな食 生活 の確立、住宅の大量低廉供 給システムの確 立 と健
全 ・快適な生活環境 の整備、消費者保護）
1977 （昭和 52）諮 問第 6 号 「長 期 的 「5 号答 申以降、内外の諸情勢の動 きに対応 して、社会 目標その も
年 5 月 2 5 日 展 望 に立 った総 合 的 の も変化 して 「生活の質」 の向上 を図るための科学技術の側 面が重要
科 学技 術 政 策 の 基 本 祝 され る」 と言及。
に つ いて 」 に対 す る （抄）
答 申 第 1 章　 第 3 節　 国民生活
（1 ）　　 国民生活において、身 体的、精神 的 また社会的 にも健 康な
生活 を確保 してい くことの重要性 はい うまでもないが、特 に、我
が国では今後急速に高齢化社会 への移行 が進み、21 世紀には 65
才以上の人 間が全人 口の約 1 ／ 7 を占めるこ とになる とみ られて
い る。社会 にお けるこのす う勢に対処す るため、今後 、保健 ・医
療、福祉等の充実への要望がより強 くなる ものと思われ るし
（2 ）　 また、我が国では、生活関連社会資本 の整備 が十分 に伴 わ
ない まま、産業の発展 と都市化の進行があま りに も急速で あった
ため、住宅、公園、緑地、下水道等の生活環境施設 の整備 の点で、
欧米諸 国に比べ著 しく立 ち遅れて いる。 これ か らの国 民生 活で
は、生活の質的 向上 が重視 され、人間 らしい生活環境 を確保す る
ための社会 資本の充実が強 く望まれ るこ ととなろ う。
（3 ）　 交通事故 をはじめ人為的要因の強い火 災、爆発 、労働災害
等の事故 ・災害は、生活や生産活動の場の拡大 とともに多様化 し、
新 しい形態の事故が発生す る とともに、産業施設や構 造物 の大型
化に伴 って被害規模 も拡大す るおそれがある。
また、近年の食 品、生活用品、医療品等の各種消費財の増 大 と
多様 化による健康や安全への影響 も無視 し得 ないものがある。
この よ うな事故 ・災害の多様化、拡大傾 向等 に対処 し、今後 は
一層国民の安全 な生活を確保 してい くことが強 く要請 され る。
1984 （昭和 59）諮問第 11 号・「新た な 「基本的方 向」の一つ として 「科学技術 と人間及 び社会 との調 和あ る
年 11 月 27 日 情 勢 変 化 に対 応 し、 発展 を図る」 ことを言及。
長 期 的 展 望 に立 っ た （抄）
科 学 技 術 振興 の 総 合 第 3 車　 社会及 び生活 の質の向上のための科学技術の推進
的 基 本 方 策 に つ い 1 ．人間の心 と体 の健康の維持増進





（2 ）文化的諸活動、良好なコ ミュニテ ィの形成支援
（3 ）高齢化時代への対応
3 ．快適 で安全な社会の形成
（1 ）快適で安全なまちづ くり、む らづ くり




1986 （昭和61）科学技術政策大綱 「Ⅲ　 重要研究開発分野の推進」で記述
年 3 月 28 日
（諮問第 12 号 「科学
（抄）
（3 ）社会及び生活の質の向上のための科学技術の推遽
技術政策大綱につ い 社会の成熟化や高齢化が進み、また、国際社会 と調和 した活動展開
て」に対す る答 申を が求められるよ うになった今日の状況を踏まえ、従来以上に人間を重







1992 （平成 4 ） 「科 学 技 術 政 策 大 「3 つの新たな目標」の一つとして 「安心して暮 らせる潤いのある社
牛1 月24 日 目幅」の改止　　　　　　 会の構築」を言及。
（抄）
（諮問第 18 号 「新世　 （3 ）生活 ・社会の充実のための科学技術
紀に向けて とるべ き 人間が個人 として、また、社会の一員として、快適で充実した生活
科学技術の総合的基　 を送るた捌 二は、健康を維持 ・増進するとともに、安全性 を確保しつ
木方策について」に　 っ、生活環境及び社会経済基盤を維持 ・向上させることが重要であり、
対す る答 申を受けて　 このため、以下の研究開発を推進する。














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































総 数 未 婚 有 配 偶 離 別死 別 うち 6 5 歳
以 上
1 9 8 5
1 9 9 0
19 9 5
7 8 9 5 1 1 5 2 1 5 0 9 6 7 1
（1 0 0 0 ） （6 4 7 ） （6 ．5 ） （1 9 ．0 ） （1 2 2 ） （9 0 ）
9 3 9 5 8 6 6 1 1 8 0 1 2 6 8 8
（1 0 0 ．0 ） （6 2 ．4 ） （6 5 ） （1 9 2 ） （1 3 5 ） （9 3 ）
1 1 2 4 6 8 9 7 0 2 2 0 1 6 6 1 1 0































































































































































































































































1 9 6 0 19 6 5 1 9 7 0 19 7 5 1 9 8 0 1 9 8 5 1 9 9 0 1 9 9 5
総 数 5 0 3 9 5 1 7 1 5 1 8 4 5 3 3 8 5 5 7 4 5 6 7 8 5 6 3 4 5 68 7
0 －14 1 6 8 1 14 6 2 1 3 0 9 1 3 1 3 1 2 9 8 1 2 18 1 0 3 4 8 9 9
1 5 －6 4 3 1 4 6 3 4 6 0 3 5 7 6 3 65 8 3 8 2 4 3 9 日 3 9 2 5 3 9 4 3
6 5 ー 2 1 2 2 4 9 2 9 9 3 6 7 4 5 2 5 4 9 6 7 5 8 4 5
2東北（青森、岩手、宮城、秋臥山形、福島、新潟）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1000人）
年 齢
1 9 6 0 1 9 6 5 1 9 7 0 1 9 7 5 19 8 0 1 9 8 5 1 9 9 0 1 9 9 5
総 数 1 1 7 6 7 1 1 5 0 9 1 1 3 9 2 1 1 6 2 3 1 2 0 2 1 1 2 2 0 7 1 2 2 0 1 1 2 3 2 0
0 －14 4 0 0 0 3 3 7 4 2 8 8 0 2 7 5 0 2 7 18 2 6 18 2 3 3 7 2 0 7 2
1 5 －6 4 7 12 0 74 0 5 7 6 5 5 7 8 5 3 8 0 79 8 15 2 8 12 2 8 1 0 4
6 5 － 6 4 7 7 3 0 8 5 7 1 0 2 0 12 24 1 4 3 7 1 7 4 2 2 1 4 4
3関東（南関東＋北関東）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1000人）
年 齢
1 9 6 0 1 9 6 5 1 9 7 0 1 9 7 5 19 8 0 19 8 5 1 9 9 0 1 9 9 5
総 数 2 3 7 8 6 2 6 9 6 3 3 0 2 5 9 3 3 5 9 3 3 5 6 6 5 3 7 6 0 2 3 9 2 3 7 4 0 3 3 6
0 －14 6 5 7 1 6 3 8 7 7 0 6 0 8 2 4 5 8 4 6 5 7 9 4 4 6 7 9 7 6 0 5 7
1 5 －6 4 1 6 0 3 7 1 9 1 6 0 2 1 4 5 3 2 3 1 9 1 2 4 5 18 2 6 4 2 1 2 8 4 8 9 2 9 3 3 1
6 5 一 1 17 8 1 4 16 1 7 4 6 2 1 5 7 2 6 8 2 3 2 3 7 3 9 5 1 4 9 4 8
4北関東（茨城、群馬、栃木、山梨）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1000人）
年 齢
1 9 6 0 1 9 6 5 1 9 7 0 1 9 7 5 19 8 0 19 8 5 1 9 9 0 1 9 9 5
総 数 5 9 2 1 5 9 4 6 6 1 4 3 6 5 7 8 7 0 0 0 7 3 4 7 7 5 9 4 7 8 2 2
0 －14 1 9 2 9 1 6 4 3 1 5 0 8 1 6 0 9 16 8 5 1 6 5 2 1 4 6 3 1 3 2 0
1 5 －6 4 3 6 1 3 3 8 8 0 4 1 4 6 4 3 9 8 4 6 3 5 4 6 9 7 5 1 7 0 5 3 2 6
6 5 － 3 7 9 4 2 3 4 8 9 5 7 1 6 8 0 7 9 8 9 6 1 1 1 7 6
5南関東（埼玉、東京、千葉、神奈川）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1000人）
年 齢
1 9 6 0 1 9 6 5 1 9 7 0 1 9 7 5 19 8 0 1 9 8 5 1 9 9 0 1 9 9 5
総 数 1 7 8 6 5 2 1 0 17 2 4 1 1 6 2 7 0 1 5 2 8 6 6 5 3 0 2 5 5 3 1 6 4 3 3 2 5 1 4
0 －14 4 6 4 2 4 7 4 4 5 5 5 2 6 6 3 6 6 7 8 0 6 2 9 2 5 3 3 4 4 7 3 7
1 5 －6 4 1 2 4 2 4 1 5 2 8 0 1 7 3 0 7 18 7 9 3 1 9 8 8 3 2 15 2 4 2 3 3 1 9 2 4 0 0 5
6 5 － 7 9 9 9 9 3 1 2 5 7 1 5 8 6 2 0 0 2 2 4 3 9 2 9 9 0 3 7 7 2
6北陸（富山、石川、福井）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1000人）
年 齢
1 9 6 0 1 9 6 5 1 9 7 0 1 9 7 5 19 8 0 19 8 5 1 9 9 0 1 9 9 5
総 数 2 7 5 9 2 7 5 6 2 7 7 6 2 9 1 3 3 0 1 6 3 0 8 9 3 10 4 3 1 3 1
0 ー1 4 8 3 3 6 8 7 6 4 3 6 8 7 6 9 7 6 6 4 5 6 7 5 0 1
1 5 －6 4 1 7 4 3 1 8 7 1 1 9 0 1 1 9 4 g 19 8 6 2 0 3 9 2 0 8 5 2 0 9 1
6 5 － 18 3 1 9 8 2 3 2 2 7 7 3 3 3 3 8 6 4 5 2 5 3 9
ア中部（長野、岐阜、静臥愛知、三重）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1000人）
年 齢
19 6 0 1 9 6 5 1 9 7 0 1 9 7 5 19 8 0 19 8 5 1 9 9 0 1 9 9 5
総 数 1 2 0 7 1 1 2 8 8 3 1 3 7 3 5 14 7 4 3 1 5 3 9 7 1 5 9 4 0 1 6 3 6 1 1 6 7 3 1
0 －1 4 3 4 8 7 3 2 2 2 3 3 1 2 3 6 7 5 3 7 1 4 3 5 1 0 3 0 4 3 2 7 4 7
15 －6 4 7 8 4 3 8 8 2 4 9 4 3 7 9 8 9 6 †0 2 7 8 1 0 7 9 3 1 13 6 4 1 1 5 7 5
6 5 － 7 4 1 8 3 7 9 8 6 1 1 7 2 14 0 5 16 3 7 19 5 4 2 4 0 9
8近畿（滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1000人）
年 齢
1 9 6 0 1 9 6 5 1 9 7 0 1 9 7 5 19 8 0 19 8 5 1 9 9 0 1 9 9 5
総 数 1 4 0 3 0 1 5 7 7 6 1 7 4 0 0 18 8 2 5 1 9 5 0 4 2 0 0 7 2 2 0 3 4 0 2 0 5 9 6
0 －1 4 3 7 4 8 3 6 7 5 4 0 6 3 4 6 5 7 4 6 7 3 4 3 2 2 3 6 4 2 3 2 3 0
15 －6 4 9 5 10 1 1 1 7 1 1 2 1 9 2 1 2 7 5 8 1 3 13 6 1 3 7 9 7 14 4 1 5 1 4 5 9 2
6 5 一 7 7 2 9 3 0 1 14 5 1 4 1 0 16 9 5 19 5 3 2 2 8 3 2 7 7 4
9中国（鳥取、鳥相、岡山、広島、山口）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1000人）
年 齢
19 6 0 1 9 6 5 1 9 7 0 1 9 7 5 1 9 8 0 1 9 8 5 1 9 9 0 1 9 9 5
総 数 6 9 4 5 6 8 7 3 6 9 9 7 7 3 6 4 7 5 8 2 7 7 4 8 7 7 3 4 7 7 6 8
0 －1 4 2 0 6 9 1 7 1 7 1 6 0 2 1 7 0 2 1 7 2 3 1 6 5 2 1 4 1 9 1 2 5 4
1 5 －6 4 4 3 6 5 4 5 8 4 4 7 4 7 4 9 15 4 9 9 2 5 1 0 4 5 †5 7 5 1 3 8
6 5 － 5 1 1 5 7 2 6 4 8 7 4 7 8 6 7 9 9 2 1 15 8 1 3 7 6
10四国（徳島、香川、愛媛、高知）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1000人）
年 齢
1 9 6 0 1 9 6 5 1 9 7 0 1 9 7 5 19 8 0 19 8 5 1 9 9 0 1 9 9 5
総 数 4 1 2 2 3 9 7 5 3 9 0 4 4 0 4 0 4 16 1 4 2 2 7 4 18 8 4 1 8 1
0 －14 1 2 9 7 1 0 3 2 9 0 0 9 0 9 9 1 2 8 8 0 7 6 0 6 6 6
1 5 －6 4 2 5 1 2 2 5 9 7 2 6 1 8 2 6 9 2 2 7 4 7 2 7 8 0 2 7 6 7 2 7 2 4
6 5 － 3 13 3 4 6 3 8 6 4 3 9 5 0 2 5 6 7 6 6 1 7 9 1
11九州・沖縄（福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1000人）
年 齢
1 9 6 0 1 9 6 5 1 9 7 0 1 9 7 5 19 8 0 19 8 5 1 9 9 0 1 9 9 5
総 数 1 3 7 9 4 1 3 3 10 1 3 0 2 9 13 4 7 0 1 4 0 8 1 1 4 4 7 3 1 4 4 8 7 1 4 6 8 6
0 －14 4 7 4 8 3 9 7 0 3 3 8 3 3 2 8 3 3 3 0 6 3 2 2 8 2 8 8 9 2 5 8 6
1 5 －6 4 8 1 9 7 8 3 7 4 8 5 4 0 8 8 9 6 9 2 7 3 9 5 1 2 9 5 7 6 9 6 6 4




ブロック 平 成 7年　　　 平 成 12年　　　 平 成 17年　　　 平成 22 年　　　 平 成 27年　　　 平成 32年　　　 平 成 37年
（1995）　　　 （2000）　　　 （200 5）　　　 （20 10）　　　 （20 15）　　　 （2020）　　　 （2025）
北 海 道 5，692　　　　　　 5月98　　　　　　 5，673　　　　　　 5，608　　　　　　 5，49 2　　　　　　 5，322　　　　　　 5，109
東 北 12，3 22　　　　　 12，348　　　　　 12，323　　　　　 12．23 1　　　　 12，04 5　　　　 11．756　　　　　 11，390
関 東 40．4 02　　　　　 4 1．156　　　　　 41，755　　　　　 42，067　　　　　 41，99 2　　　　　 4 1－526　　　　　 40，729
北 関 東 7，8 25　　　　　　 8，026　　　　　　 8，202　　　　　　 8，33 1　　　　　 8，38 8　　　　　　 8，366　　　　　　 8，282
南 関 東 32，5 77　　　　　 33 ，131　　　　　 33，553　　　　　 33，736　　　　　 33，60 4　　　　　 33，160　　　　　 32 ，447
北 陸 3．130　　　　　　 3，141　　　　　 3，138　　　　　　 3．111　　　　　 3．05 4　　　　　　 2 ．970　　　　　　 2，867
中部 16，7 42　　　　　 17，0 41　　　　 17，255　　　　　 17，330　　　　 17，2 31　　　　 16，989　　　　　 16，586
近 畿 20，6 27　　　　　 20，809　　　　　 20．882　　　　　 20，794　　　　　 20，5 21　　　　　 20 ，073　　　　　 19．483
中国 7．774　　　　　　 7 ，771　　　　　 7，739　　　　　　 7．660　　　　　　 7．514　　　　　　 7．302　　　　　　 7，044
四 国 4，183　　　　　　 4．153　　　　　　 4，10 7　　　　　　 4，038　　　　　　 3，93 3　　　　　　 3，793　　　　　　 3，631
九 州 ・沖 縄 14，697　　　　　 14 ，776　　　　 14，810　　　　　 14，785　　　　 14，662　　　　 14，42 1　　　　 14 ．074
全国人ロに占める地域ブ［】ツク人口の割合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1，000人）
ブ ロック 平 成 7年　　　 平成 12年　　　 平 成 17年　　　 平 成2 2年　　　 平 成 27年　　　 平 成32年　　　 平 成 37年
（1995 ）　　　 （2000 ）　　　 （2005）　　　 （20 10）　　　 （20 15）　　　 （2020 ）　　　 （202 5）
北海 道 4．5　　　　　　　　 4 5　　　　　　　　 4 4　　　　　　　　 4 4　　　　　　　　 4 3　　　　　　　　 4．3　　　　　　　　 4 2
東 北 9 8　　　　　　　　 9 7　　　　　　　　 9 7　　　　　　　　 9，6　　　　　　　　 9 5　　　　　　　　 9 5　　　　　　　　 9 4
関 東 32．2　　　　　　　 32．4　　　　　　　 32．7　　　　　　　 33 0　　　　　　　 33．2　　　　　　　 33．5　　　　　　　 33．7
北 関 東 6．2　　　　　　　　 6．3　　　　　　　　 6．4　　　　　　　　 6 5　　　　　　　　 6．6　　　　　　　　 6．7　　　　　　　　 6 8
南 関 東 25．9　　　　　　　 26 1　　　　　　 26．3　　　　　　　 26 4　　　　　　　 26 6　　　　　　　 26．7　　　　　　　 2 6 8
北 陸 2 5　　　　　　　　 2 5　　　　　　　　 2 5　　　　　　　　 2 4　　　　　　　　 2．4　　　　　　　　 2 4　　　　　　　　 2 4
中部 13 3　　　　　　　 13．4　　　　　　　 13 5　　　　　　　 13 6　　　　　　 13．6　　　　　　 13 7　　　　　　　 13．7
近 畿 16 4　　　　　　　 16 4　　　　　　　 16．4　　　　　　　 16．3　　　　　　 16．2　　　　　　 16．2　　　　　　　 16 1
中 国 6．2　　　　　　　　 6．1　　　　　　　 6．1　　　　　　　 6．0　　　　　　　　 5．9　　　　　　　　 5．9　　　　　　　　 5．8
四 国 3、3　　　　　　　　 3 ．3　　　　　　　　 3．2　　　　　　　　 3．2　　　　　　　　 3 ．1　　　　　　　 3．1　　　　　　　 3 0



































































































































































































































































































































































1 9 7 7 年 1 9 9 1 年 1 9 9 5 年
3 5 歳 4 8 ．1 k g 4 9 ．4 k g 4 9 2 kg
4 5 歳 4 5 ．8 4 7 5 4 6 2
5 5 歳 4 2 ．4 4 3 ．5 4 2 ．2
1500m急歩（男）
1 9 7 7 年 1 9 9 1 年 1 9 9 5 年
3 5 歳 68 7．7秒 6 95．8 秒 7 02 2秒
4 5 歳 70 1 8 7 14 7 72 2 2
5 5 歳 734 3 73 6．3 7 5 1 9
垂直飛び（男）
1 9 7 7 年 1 9 9 1 年 1 9 9 5 年
3 5 歳 5 1 ．6 c m 5 2 8 c m 5 2 6 c m
4 5 歳 4 5 ．8 4 7 ．1 4 6 5
5 5 歳 4 0 ．1 4 1 5 4 0 ．1
資料：文部省「体力・運動能力調査報告書」
握力（女）
1 9 7 7 年 1 9 9 1 年 1 9 9 5 年
3 5 歳 3 1 7 kg 3 0 ．9 k g 3 0 ．3 kg
4 5 歳 2 9 9 2 9 9 2 9 ．1
5 5 歳 2 6 7 2 6 7 2 6 1
1000m急歩（女）
1 9 7 7 年 1 9 9 1 年 1 9 9 5 年
3 5 歳 5 2 1 ．5 秒 5 1 1 9 秒 5 1 4 ．9 秒
4 5 歳 5 2 9 5 5 2 4 3 5 3 2 2
5 5 歳 5 5 1 8 5 4 9 ．1 5 5 5 2
垂 直 飛 び （女 ）
1 9 7 7 年 1 9 9 1 年 1 9 9 5 年
3 5 歳 3 4．3c m 3 6c m 3 6．0c m
4 5 歳 29 ．6 3 1 6 3 1．2













































































































































































































































年 次 総 貯 蓄 率 家 計 貯 蓄 率
日 本 l 米 国 l 英 国 巨 イ ツ 巨 ラ ン ス 日 本 l 米 国 I 英 国 巨 イ ツ 巨 ラ ン ス
19 84 30 ．8　　 16 ．8　　 17 ．6　　　 2 1．7　　 19 ．0 15 ．8　　　 8．3　　　 7 ．2　　 1 1．4　　 10 ．1
19 85 3 1．7　　 15 ．1　　 17 ．8　　　 22 ．0　　 18 ．9 15 ．6　　　 6．6　　　 6 ．7　　　 1 1．4　　　 9．7
19 86 32 ．0　　 13 ．5　　 16 ，8　　　 23 ．8　　　 20 1 16 ．1　　 6．2　　　 4 ．5　　 12 ．3　　　 8．4
19 87 32 ．6　　 13 ．6　　 16 ．9　　　 23 ．5　　　 20 ．0 14 ．7　　　 4、4　　　 2 ．7　　 1 2．5　　　 6 ．1
19 88 33 ．9　　 14 ．4　　 16 ．8　　　 24 ，3　　　 2 1．1 14 ．3　　　 4．5　　　 0 ．9　　 1 2．8　　　 6 ．0
19 89 33 ．6　　 14 ．1　 16 ．6　　　 25 ．7　　　 2 1 8 12 、9　　　 4．1　　　 2 ．8　　　 1 2．4　　　 6 ．6
19 90 33 ．6　　 13 ．0　　 15 ．7　　　 24 ．9　　　 2 1．5 12 、1　　　 4．3　　　 4 ．0　　　 13 ．8　　　 7 ．6
19 9 1 34 ．5　　 13 ．1　 14 7　　　 2 2．8　　　 20 ．8 13 ．2　　　 5．1　　　 6 ．4　　 13 ．3　　　 8 ．4
19 92 33 ．8　　 12 ．0　　 13 ．8　　　 2 2．1　　 19 ．8 13 ．1　　 5．7　　　 9 ．2　　 1 2．9　　　 9 ．4
19 93 32 ．7　　 12 ．4　　 13 ．3　　　 20 ．4　　 18 ．7 13 ．4　　　 4．2　　　 8 ．7　　 1 2．3　　　 9 ．7




























































































































































































































































































































































































該 自 い 老 家 見 今 の 戟 家 つ 現 の 就 自 聞 勤 関 家 の 事 に 近 の 事 そ わ
計 冊．T ）
当 分 て 後 族 通 後 間 鴨 族 い 在 問 職 分 関 務 係 族 開 業 つ 陳 問 業 の か
者 の の の しの 題 、の て の 題 、の 係 先 に 題 や い ・ 題 や 他 ら
数 健 生 健 に 収 に 結 生 収 に結 生 に で つ 親 に 家 て 地 に 家 な
康 活 康 つ 入 つ 婚 活 入 つ 婚 活 つ の い 族 つ 業 域 つ 業 い
に 設 に い や い な（ や い な（ い 仕 て 聞 い の と い の
つ 計 つ て 資 て ど進 資 て ど 進 て 事 の て 経 の て 後
い に い 産 ） 辛 産 ） 学 や 人 営 関 継
て つ て の 上 、 に 上 、 人 聞 上 係 者
平 成 4 年 5 月 調 査
人
3，987
％　　 ％　　 ％　　　 ％　　　 ％　　　 ％　　　 ％　　 ％　　　 ％　　 ％　　 ％　　　 ％　 ％　 ％ ％
419　　 38 9　　 36 5　　 23 5　　 24．2　 17 7　 10 2　 10．3　　 8．8　　 7．0　　 4．4　　 4 3　 1．2　 0 6 229 3
平 成 5年 5 月 調 査 3，84542．2　　 37 6　　 35．8　　 25 1　 21 8　 19．6　 11．3　 116　　 9 0　　 8 2　　 5 3　　 3 5　 1 5　 0．4 233．0
平 成 6 年 5 月 調 査 4 ，28945．0　　 39．4　　 39 7　　 27，2　　 24 8　　 21．4　　 8 4　 10 6　　 9．1　　 7 6　　 4．5　　 2 8　 0 9　 0 4 241．9
平 成 7年 5 月 調 査 3，960413　　 37 1　 36．1　 23 8　　 23．2　 19．0　 10．6　 10，7　 10．1　　 7 9　　 5．3　　 3，2　 1 4　 0．4 229．9
平 成 8年 5 月 調 査 4 ．12843．6　　 39 7　　 36 4　　 24 2　　 23 2　 173　 10 0　　 9．4　　 9 1　　 7 3　　 4 5　　 3 9　 1 6　 0 4 230．5
今 回 調 査
（性 ）
男 性
4 ，41844．0　　 42．6　　 38．5　　 26．4　　 24 2　　 20．1　 10，6　　 94　　 8．8　　 7．0　　 4．9　　 3 7　 2 2　 0 3 242 8
2，0∈氾45．0　　 42．3　　 33．7　　 29．0　　 20．3　　 21．2　 10 7　 12．7　　 7．1　　 8 8　　 4．6　　 4 5　 2 1　 0 3 242 5
女 性





43．1　 42．9　　 42 7　　 24 2　　 27 6　 19，1　 10．5　　 65　 10．3　　 54　　 5．2　　 3 0　 2 3　 0．3
20．0　 12．5　　 22．0　　 41 0　 15 0　　 32，0　　 40，0　　 24 0　 11，0　　 6＿0　　 4 5　　 4 0　 0 5　 1 5
243．2
234．0
∞ “39歳 29423．1　 29 6　　 29 3　　 41．8　　 22．1　 279　 15 3　　 23 1　　 8 8　　 8 8　　 7 8　　 1，7　 1 7　 0 3 2415
40“49歳 447
4：氾
42．7　　 45．4　　 34．2　　 33．1　 33．6　　 25 1　 11．4　 19．9　　 7．2　 13 2　　 5 6　　 4 7　 1 3　 0 2 2776
即 ‾59歳 一国 7　　 55 8　　 35 6　　 27 9　　 22 6　 18 4　　 4 9　　 9 5　　 7 9　 10 5　　 2．3　　 4 9　 2 1　 0 5 2474




22273．9　　 35．1　 419　 14，0　　 7 7　 113　　 3．6　 14　　 3 6　　 5 4　　 3 6　　 4 1　 5 0　　 － 210 4
198 22．2　 17．7　　 25 3　　 28 3　　 20．7　　 21．7　　 37．4　 19．2　 12．1　 1．5　　 5 6　　 1．0　 3．5　　 － 2 16 2
3ガ 39歳 420219　　 32 1　 43．3　　 33 3　　 37 4　　 262　 15．0　　 88　 140　　 5，5　　 8 3　　 2．6　 2 1　 0 5 251．2
梱 れ49歳 592 35．5　　 48．3　　 44．1　 29．2　　 46，6　　 22．6　 10．1　　 9．3　 12 8　　 7 1　　 7 4　　 3 5　 1 5　 0 3 278．5
部 ‾59歳 530 52，6　　 58．5　　 464　　 23 4　　 24 0　 17．4　　 5．7　　 3．4　　 8．9　　 6．8　　 3．6　　 4 7　 2 8　 0．6 258 7
郁代 9歳 417 討 ．2　　 44．4　　 45．3　 13 4　 10．6　 13 4　　 3 8　　 1 2　　 7 2　　 5，0　　 2．6　　 2，4　 2 4　 0．2 2鵬 ．2














































































































日 本 ア メ リ カ イ ギ リス ドイ ツ フ ラ ン ス
総 実 労 働 時 間 1 ．9 75 1 ，9 8 6 1 ，9 4 3 1 ，5 5 0 1 ．6 8 0
（1 1 ） （－3 2 ） （－4 2 5 ） （－2 9 5 ）




1 ，4 6 2
（一3 6 1） －





（－6 4 ） －
年 間 休 日 等 の 日 数 1 2 7 1 3 9 1 4 7 1 5 7 1 5 4
（－1 0 3 ） （－1 7 2 ） （－2 3 6 ） （－2 2 0 ）
週 休 日 9 5 1 0 4 1 0 4 1 0 4 10 4
（－7 7 ） （－7 7 ） （－7 1 ） （－7 3 ）
週 休 以 外 の 休 日 1 9 9 8 1 2 8
（8 5 ） （9 5 ） （5 5 ） （8 9 ）
年 次 有 給 休 暇 1 1 19 2 4 2 9 2 6
ト 6 8 ） （一1 1 2 ） （－1 4 2 ） （胃1 2 2 ）
欠 勤 日
2 7 1 1 1 2 16
（－4 3 ） （－7 7） （－7 9 ） （－1 1 4 ）
1 日 当 た り労 働 時 間 8 3 0 8 ．7 9 8 ．9 1 7 ．4 5 7 ．9 6
（1 14 ） （1 4 0） （－1 8 9 ） （－7 5）
1 日 当 た り 所 定 7 6 6 7 7 5 8 0 0 7 0 3
－内 労 働 時 間 （2 1） （7 g ） （一14 1 ）
1 日 当 た り 所 定 0 ．6 4 1．0 4 0 ．9 1 0 ．4 2




規 模 別 ＼ 区 分 付 与 日数 取得 日数 取 得 率
企 業規 模 計 17 2 日 9 5 日 55 20％
1，000 人 以 上 18 7 11 58．7
100 ～9 99人 16 6 8 7 52 ．2






















































































一般外 食 64．620 105，463 127．441 153，644 162．855 162．491 158 168 17 5
耐 久財　 ※1 25，109 26，610 32，968 38，500 33，090 33，368 6 1 4 3 3 6
教 養・娯楽 91、262 132，390 155、127 190，085 219、196 210，009 223 20．4 22 7
スポーツ 7，752 16，498 24．717 31．230 35，557 35．499 1．9 3 3 3 8
旅行 46，205 71，350 96．021 133．141 147，971 143．354 ＝ 3 126 15 5
その他　 ※2 174，382 259，477 323．107 363，411 361．770 341．760 426 42．5 36 9
合計 409，330 611，788 759．381 910．011 960，439 926，481 100，0 1000 100 0






























1 9 8 6 年 1 月 調 査
人　　　　 　ヽ　　　 ＼　　　 ＼　　　 　ヽ　　 ＼　　　 　ヽ　　　 ヽ






1 9 8 8 年 1 1 月 調 査 3．767　　 24 2　　　 63 7　　 25 1　　 20 1　　 9 7　　 20 7　　　 3 9
1 9 9 1 年 1 0 月 調 査 3 781　　 24 5　　　 54 2　　 2 1 4　　 15 9　　　 9 3　　 19 3　　　 28
1 9 9 4 年 1 0 月 調 査
（　 性　 ）
男　　 性
3，457　　 23 3　　　 62 4　　 23 9　　 21 6　　 12 5　　 2 3 7　　　 45
1，563　　 25 4　　　 64 2　　 2 1 9　　 15 1　 15 4　　 23 4　　　 35
女　　 性 1．894　　 2 1 6　　　 60 3　　 25 5　　 26 9　　 10 2　　 24 0　　　 5 2
週
末




1 9 8 8 年 1 1 月 調 査 3．767　　 2 1 7　　　 44 5　　 28 6　　 20 5　　 12 6　　 20 3　　　 5 2
1 9 9 1 年 1 0 月 調 査 3．781　　 20 7　　　 31 6　　 26 8　　 19 1　 13 5　　 18 3　　　 35
休
日
1 9 9 4 年 1 0 月 調 査 3，457　　 2 1 5　　　 40 5　　 28 1　　 21 2　　 14 1　　 23 8　　　 5 0
（　 性　 ）
男　　 性 1．563　　 24 6　　　 43 8　　 22 1　　 21 2　　 21 0　　 30 5　　　 5 0
女　　 性 1．894　　 18 8　　　 37 9　　 33 1　　 21 3　　　 8 4　　 18 3　　　 5 1
3
日
1 9 8 6 年 1 月 調 査 2，380　　 20 5　　　 33 5　　 22 9　　 19 1　 11 2　　 16 1　　 3 8
以
上
1 9 8 8 年 1 1 月 調 査 3，767　　 18 7　　　 28 0　　 20 6　　 17 1　　 8 7　　 15 3　　　 4 5






1 9 9 4 年 1 0 月 調 査 3．457　　 18 4　　　 28 3　　 20 3　　 17 3　　　 9 7　　 17 7　　　 4 6
（　 性　 ）
男　　 性 1．563　　 2 1 5　　　 30 6　　 18 0　　 16 9　　 14 5　　 22 9　　　 4 5
白





学 習 活 地 域
J L
飲 食 ・ ド ラ イ ブ 日　 帰 り 遊 薗 地 ・ 宿 泊 そ の 余 暇 時 計 （ M T
動 社 ＝ の
た め の
活　 動
ン ヨ ツ ヒ
ン
の n 楽
ヰ2 （ 注 ）
丁　 －　 マ
バ － ク 責
ど で 遊 ぶ
†丁 間 ・休
は な い
　ヽ　　　 ＼　　　　 　ヽ　　　 ＼　　　　 ＼　　　　　 　ヽ　　　 　ヽ　　　 　ヽ　　　 ＼ ＼
4 5　　　 3 2　　　 8 4　　　 2 4　　　 2 0　　 ※　　　　　 0 8　　　 2 7　　　 8 9 1 98 7
4 6　　　 3 5　　 10 8　　　 3 0　　　 2 5　　 ※　　　　 1 2　　　 3 2　　　 8 4 2 0 4 ．5
3 3　　　 2 5　　　 9 4　　　 2 2　　　 3 0　　 ※　　　　 1 0　　　 2 3　　　 8 1 1 79 1
5 3　　　 3 8　　 13 0　　　 4 0　　　 3 4　　　　 0 7　　　 1 9　　　 2 3　　　 7 82 13 9
4 3　　　 4 3　　　　 7 5　　　 4 7　　　 3 4　　　　 0 4　　　 1 7　　　 2 0　　　 6 72 0 4 ．0
6 2　　　 3 4　　 1 7 4　　　 3 4　　　 3 4　　　　 0 8　　　 2 0　　　 2 4　　　 8 72 2 2 1
3 9　　　 3 1　　 22 1　 1 0 9　　　 8 6　　 ※　　　　　2 1　　 3 6　　　 8 4 2 2 1 3
3 7　　　 4 4　　 2 5 2　　 1 1 2　　 10 7　　 ※　　　　　3 2　　　 4 1　　　 7 0 2 23 2
2 4　　　 3 5　　 2 0 9　　 1 1 1　 1 1 7　　 ※　　　　　3 2　　　 3 3　　　 6 2 1 95 9
3 8　　　 4 1　　 2 7 0　　 1 4 2　　 15 0　　　　 5 2　　　 4 0　　　 3 4　　　 6 52 3 7 4
3 8　　　 5 3　　 1 7 5　　 15 3　　　 74 5　　　　 3 3　　　 3 5　　　 3 1　　　 4 82 3 9 3
3 7　　　 3 1　　 34 8　　 1 3 3　　 15 4　　　　 6 8　　　 4 4　　　 3 7　　　 7 82 3 5 9
3 0　　　 2 6　　 18 7　　 1 4 0　　 20 3　　 ※　　　　2 3 0　　　 5 7　　 1 1 3 2 2 5 8
2 5　　　 2 1　 18 4　　 1 3 0　　 2 2 1　　 ※　　　　2 4 4　　　 5 0　　 13 1 2 13 5
2 3　　　 2 5　　 1 3 5　　 1 2 5　　 2 1 7　　 ※　　　　2 7 3　　　 5 0　　 1 0 4 1 94 9
2 7　　　 2 5　　 1 7 8　　 1 5 2　　　 2 0 7　　　　 8 9　　 3 0 1　　　 4 0　　 10 32 29 5
2 8　　　 3 2　　 1 1 5　　 1 6 7　　 19 5　　　　 7 2　　 2 9 8　　　 3 9　　　 鏑2 32 9
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男　 性 女　 性
主 目的 グル ー プ 14 ．9 8 5 ．1
















学 校 ・ 退 そ　 の 無 回






主 目的 グル ー プ 8 ．1 12 ．1 8 ．2 1 ．74 7 ．5 2 ．6 1 ．9 7 ，1 2 ．5 8 ．0
活 動 一 環 グ ル ー
プ













高 齢 者 を 対 象 とした活 動 5 7 ．7 5 8 ．7
児 童 を対 象 とした 活 動 1 3 ．6 2 0 ．2
一 般 を 対 象 とした ス ポ ー ツ ・レ クリ 0 ．6 2 ．6
エ ー シ ョン 指 導
文 化 ・伝 承 活 動 1 ．7 4 ．8
環 境 に 関 す る活 動 8 ．6 2 0 ．7
国 際 交 流 ・国 際 協 力 活 動 1 ．5 2 ．5
地 域 活 動 2 ．9 9 ．2
そ の 他 の 活 動 1 4 ．8 2 0 、0








































































































































































































































































青 少 年 教 育
施 設
婦 人 教 育 施
設
文 化 会館
生 涯学 習 ・




知 事 部 局 ・市
町 村 長 部 局
1 9 8 6 年 間 4，459 6 ，759 523 96 1，08 1
2，631 1，3 75
1．559
9．9 871 9 8 9 年 間 4，353 7 ，87 2 548 134 1，3 64
1 9 9 2 年 間 5．164 9 ，05 7 3 74 140 1，5 63 2，508 12，3 63
1 9 9 5 年 間 5，773 8 ，99 8 4 20 159 1，5 89 3，228 13，4 45
増 減 数 609 △ 59 4 6 19
7
△3
26 719 1，0 83
うち 1 7 時 以降 実 施 1，080 1，935 178
増 減 数 57 △14 1 △4
うち 土 ・日実 施 1．399 2 ，35 2 143 12
増 減 数 365 20 2 4 1 △ 1












































































ライフ 9 0　人間の自立性形成、個性の育成等の整 理、心理的メカニ 75 16
ズムの解明により、新 しい教育カリキュラムが普及する。
保　 健 0 1 ストレスの定量化が可能 になる。 60 07倫理 ・文化 ・社会への悪影
響 （88％）












情　 報 77 総合的な能力評価 （最 終的な総合評価は人間が行う）をネ 39 09倫理 ・文化 ・社会への悪影
ットワーク上で行 う公正な入試 システムが開発される。 響 （47 ％ ）
③　情報による教育支援












情　 報 79 生徒 がネットワークを介して独 自に学習を行うための支援 57 04倫理 ・文化 ・社 会への悪影
システムが開発される。 響 （36 ％ ）
情　 報 7 2　双方 向、マルチポイントの遠隔教育支援システムが家庭 に 64 08倫理 ・文化 ・社会への悪影
普及する。 響 （52 ％ ）
情　 報 78 教 師の知識経験 、実績の上がった教育事例等を活用でき 48 10倫理 ・文化 ・社会への悪影
る高度エキスパートシステムが普及する。 響 （42 ％ ）
情　 報 73 電 子小中学校が開校し、事情 により学校 に通えない生徒が 76 08倫理 ・文化 ・社会への悪影
受講し、卒業資格を取得することが可能となる。 響 （56 ％）
胃107－
第3章　社会的背景の展望
情　 報 53 家庭内の危機 制御 、家計 ・健康等の管理、対話型学習 へ 64 07安全への悪影響 （4 5 ％）
の利用が可能なホームコンピュータシステムが普及する。
④　生涯学習











海　 洋 7 1 生涯学習の内容 を豊富 にするために、伝統的技術 ・生活 63 08政府負担資金 の拡充 （58％）
文化に関する再評価プログラムが体 系的 に整備され 普及 する。
海　 洋 7 2　中・高年層の人 の新しい知識 ・技能取得 に向けた高度 のキ 64 07政府負担 資金 の拡充 （59％）
ヤリア開発計 画（C D P）用のリフレッシュ教育訓練システムが普及
する。
生　 産 66 人間の判断過程や 、技能 ・ノウハウ・熟練性を明示化して、 56 13人材 の養成 ・確保 （68％）
他の者 による再利用や学習を可能とするブレインサポー トシス
テムが開発される。
通　 信 36 電子 図書館 （文字、図書、静止画、映画、テレビ、記録フイ 66 08政府 負担資金 の拡充 （45％）
ルム等のビデオライブラリ）から高帯域回線を経由して静止画 像
又は動画像 を検 索する通信システムが普及する。
情　 報 75 文字 ・音声 ・画像 ・映像 対象 とした検索 （例えば鳥の鳴き声、53 07人材 の養成 ・確保 （35％）
スケッチなどで検索できる）と応 答を行うマルチメディア百科事
典 が普及す る。












76 博物学や科学教育法を活用して、楽しく遊びながら科学的 60 08政府負担資金 の拡充 （56％）
］
能力が育てられるサイェンスミュジアムが普及する（重要度指数
．57 ～6 3　20 0 6年～2 0 10年 ）














































































日本 カナダ ア メリカ イギ リス デンマー ク オランダ フィンラン ド
時 間　 協 力度 時 間　 協 力度 時 間　 協 力度 時 間　 協 力度 時 間　 協 力度 時 間　 協 力 度 時 間　 協 力度
炊 事 0，14　　 2 15 2．06　　　 24 2．41　 27 71 3．16　 32 18 3 23　 39．19 3 23　 30．2 1 2．27　 27．27
掃 除 ・洗 濯 0 21　 4 11 1．03　 13 64 3．09　　 37．5 1 38　 17 95 0 56　 17 39 1 1 12 8 2 1 45　 26 2 3
雑 事 1．38　 29．17 3．51　　 2225 0 1 153 5 75．5 7 175．86 3 51　 132 5 5 14 7 0 6 5 43　213．04
買い 物 0 56　 23．53 3 23　 70．73 2 13　 61．29 2．27　 56 76 2．13　 73．08 2 13　 52．78 2．27　 77 78


















































































指定職 行政職（－） I　 計11級　　　 1　　　 10級 9枚
総数 女性 女性の割合 総数 女性 総数 女性 総数 女性 総数 女性
1 9 8 51 ，6 0 6 4 0 ．2 1 ，3 8 5 10 0 ．71，6 4 3 9 0 ．6 3 ，6 9 3 1 7 0 5 8 ，1 18 4 0 0 5
1 9 8 61 ，6 2 6 7 0 4 1 ．4 1 2 14 1 01，6 6 3 6 0 4 3 ，6 192 6 0 7 8 ，3 2 0 5 3 0 6
1 9 8 7 1 ，6 3 8 5 0 3 1，4 2 0 1 6 1．1 1．6 8 6 10 0 6 3 ，7 3 0 2 6 0 7 8 ，4 7 4 5 7 0 7
1 9 8 8 1 ．6 3 0 7 0 4 1 ，4 4 3 1 5 1 0 1，7 3 0 1 5 0 9 3 ，7 8 0 2 1 0 ．6 8 ．5 8 3 5 8 0 7
1 9 8 9 1，6 5 7 7 0 ．4 1 ，4 10 1 5 1 1 1，8 0 4 14 0 8 3 ，7 9 8 2 0 0 ．5 8 ．6 6 9 5 6 0 ．6
1 9 9 0 1，6 2 7 9 0 6 1 ，4 3 8 1 6 1 1 1，8 7 4 12 0 ．63 ，8 5 0 3 0 8 8 ，7 8 9 6 7 0 ，8
1 9 9 1 1，5 7 1 40 ．3 1 ，4 2 3 1 5 1 11，9 19 13 0 ．7 3 ，8 3 2 3 1 0 ．88 ，7 4 5 6 3 0 ．7
19 9 2 1．6 7 3 9 0 5 1 ．4 4 7 1 1 0 ．8 1，9 77 14 0 7 3 ．8 3 3 2 9 0 8 8 ，9 3 0 6 3 0 7
1 9 9 3 1 ，6 7 1 9 0 5 1，4 7 6 12 0 ．8 2 ，0 1 0 15 0 ．7 3 ，9 16 3 7 0 9 9 ，0 7 3 7 3 0 ．8
1 9 9 4 1 ．6 7 7 9 0 ．5 1，5 0 g 14 0 ．9 2 ，0 5 2 16 0 84 ，0 17 4 4 1．1 9 ，2 5 5 8 30 9






















アメリカ 14 3 34 5 33 1 100 9 9 0 435 51 11．7
アル ゼ ンチ ン 0 5 6 5 2 72 4 5 6 257 71 27．6
イギ リス 8 3 6 6 6 9 1，272 ※ ※ 659 120 18 2
イタリア 3 6 8 2 7 1 326 26 8 0 630 70 11 1
インド 3 2 6 2 5．8 220 19 8．6 545 40 7 3
インドネ シア 3 6 1 6 1 9 500 57 11 4
ヴ ィエ トナム 7 4．4 5．3
30．3
450 118 26 2
オ ース トラリア 14．7 2 5 9 22 6 76 23 148 23 15 5
オー ス トリア 23．5 4 6 8 64 13 20 3 183 48 26 2
オランダ 23 5 14 3 16 7 75 17 22 7 1 50 47 31．3
カナダ 18 5 17．6 17 7 100 29 29．0 30 1 62 20 6
韓 国 3 0 6 1 0 － 299 11 3 7
ケニ ア 3 4 6 6 5 8
46
222 7 3．2
シ リア ・アラブ 共 和 国 3 8 6 5 5 9 250 24 9 4
シンガ ポ ー ル 0 9 6 7 2
8
84 4 4．8
スイス 15 4 5．9 7 1 17．4 200 42 21 0
ス ウェー デン 38 1 27 3 30 8 349 141 40 4
スペ イン
題　　‾ヽ








2 1 2 60
68








中 国 6 1 3 9 4 3 － 2，9 79 650 21 8
デ ンマー ク 29 2 10 3 13 9 －． 179 67 37 4
ドイツ 10．7 5 3 6．1 13 672 176 26．2
ニュー ジー ラン ド 9．1 28 9 26．4 120 35 29 2
ノー ル ウ二一 28 6 22 7 24 1
87 1
165 60 36．4
パ キスタン 4 2 2 2 6 1 1 2 17 5 2．3
フィンランド 36 4 15 5 20 4 200 67 33．5
フランス 14 ．7 9 7 10 ．8 32 1 18 5．6 5 77 63 10 9
ブラジル
ポ レトガ















南 ア フリカ 6 1 7 5 7 0 90 16 17 8 4 00 100 25，0
メキ シコ 15 8 5 9 7 5 128 19 14 8 5 00 87 17．4











女 性 の 割 合
％
女 性 の 割 合
※
A　　 専 門 的 ・技 術 的 職 業 従 事 者 8 ，18 3 ．9 00 3，40 5，50 0 4 1 6 40 3
（1 ）　 科 学 技 術 者 16 0 ，5 00 2 2．50 0 14 0 1 1 3
1 自 然 科 学 系 研 究 者 15 2 ，4 00 2 1，30 0 14 0 1 1 2
2 人 文 ・社 会 科 学 系 研 究 者 8 ，100 1．20 0 14 8 14 0
（2 ）　 技 術 者 2 、4 4 3 ．5 00 1 5 1，2 0 0 6 ＿2 6 2
3 農 林 水 産 業 ・食 品 技 術 者 6 5 ．3 00 6 ，60 0 10 1 6 9
4 金 属 精 錬 技 術 者 2 3 ，1 00 3 0 0 1 3 0 9
5 機 械 ・航 空 機 ・造 船 技 術 者 3 12 ，9 00 6 ．3 0 0 2 0 1 8
6 電 気 ・電 子 技 術 者 3 5 7 ．4 00 8 ，4 0 0 2 4 2 0
7 化 学 技 術 者 7 8 ．8 00 8 ，10 0 10 3 8 0
8 建 築 技 術 者 4 3 4 ．3 00 2 1．20 0 4 9 3 2
9 土 木 ・測 量 技 術 者 5 0 0 ．5 00 6 ，70 0 1 3 0 7
10 情 報 処 理 技 術 者 5 8 7 ．700 8 8 ．80 0 15 1 16 2
1 1 そ の 他 の 技 術 者 8 3 ，5 00 4 ，60 0 5 5 5 5
（3 ） 保 健 医 療 従 事 者 2 ，15 3 ，6 00 1，54 8 ，10 0 7 1 9 70 6
12 医 師 2 2 5 ，5 00 3 0 ，8 00 13 7 1 1 9
1 3 歯 科 医 師 8 5 ．6 00 14 ．10 0 16 5 13 5
14 獣 医 師 16 ．2 00 2 ，30 0 14 2 8 9
1 5 薬 剤 師 12 5 ，4 00 8 1．0 0 0 64 6 62 2
1 6 保 健 婦 3 1 ，4 00 3 1，40 0 1 00 0 1 00 0
1 7 助 産 婦 15 ．7 00 15 ，700 10 0 0 10 0 0
1 8 看 護 婦 ・看 護 士 8 9 4 ．10 0 86 0 ．4 00 9 6 2 96 9
0 1 9 診 療 放 射 線 ・エ ック ス 線 技 師 4 1 ．7 00 4 ，6 0 0 11 0 8 6
2 0 臨 床 ・衛 生 検 査 技 士 5 9 ，1 00 33 ．90 0 57 4 58 1
0 2 1 歯 科 衛 生 士 5 2 ，0 00 52 ．0 0 0 10 0 0 10 0 0
0 2 2 歯 科 技 工 士 5 2 ，4 00 6 ，70 0 12 8 14 1
2 3 栄 養 士 7 7 ，7 00 74 ，8 0 0 96 3 94 5
2 4 あ ん ま マ ッサ ー ジ 指 圧 師 、は り師 、き ゆ う師 、柔 道 整 復 師 9 3 ．9 00 24 ．30 0 25 9 26 4
2 5 そ の 他 の 保 健 医 療 従 事 者 3 8 2，90 0 3 16 ．0 00 8 2 5 8 2 1
（4 ）　 社 会 福 祉 専 門 職 業 従 事 者 5 1 3，10 0 43 2 ，700 8 4 3 8 5 3
26 保 母 、保 父 2 9 8 ．50 0 29 5 ，6 00 9 9 0 9 9 4
2 7 そ の 他 の 社 会 福 祉 専 門 職 業 従 事 者 2 1 4 ．6 00 13 7 ．10 0 6 3 9 63 8
（5 ）　 法 務 従 事 者 50 ．1 00 5 ，5 00 1 1 0 10 0
2 8 裁 判 官 、検 査 官 、弁 護 士 18 ，9 00 1 ．0 00 5 3 5 9
29 そ の 他 の 法 務 従 事 者 3 1 ，1 00 4 ，50 0 14 5 12 2
（6 ）　 公 認 会 計 士 、税 理 士 6 1 ，5 00 3 ，10 0 5 0 5 6
3 0 公 認 会 計 士 、税 理 士 6 1，50 0 3 ，100 5 0 5 6
（7 ）　 教 員 1 ．4 1 3，10 0 64 1 ，9 00 4 5 4 4 3 2
3 1 幼 稚 園 教 員 9 5 ，1 00 8 8 ，5 0 0 9 3 1 94 5
32 小 学 校 教 員 4 2 5 ．7 00 26 3 ．800 6 2 0 58 4
33 中 学 校 教 員 2 6 0 ．0 00 10 3 ，4 00 3 9 8 37 3
34 高 等 学 校 教 員 3 2 8 ．7 00 9 0 ，4 00 27 5 23 7
3 5 大 学 教 員 15 7 ．8 00 3 1．80 0 20 2 18 8
36 盲 学 校 、ろ う（聾 ）学 校 ・養 護 教 員 4 9 ，6 00 28 ．0 0 0 56 5 54 1
3 7 そ の 他 の 教 員 96 ，10 0 3 5 ．9 00 3 7 4 38 4
（8 ）　 宗 教 家 13 0 ，4 00 2 2 ，3 0 0 17 1 16 7
38 宗 教 家 13 0 ．4 00 2 2 ，3 0 0 17 1 16 7
（9 ）　 文 芸 家 、記 者 、編 集 者 12 2 18 00 3 4 ，10 0 27 8 25 2
39 文 芸 家 、著 述 家 3 3 ．6 00 10 ，10 0 30 1 33 9
40 記 者 、編 集 者 8 9 ．2 00 24 ，0 0 0 26 9 22 5
（1 0 ） 美 術 家 、写 真 家 、デ ザ イ ナ ー 2 5 4 ．2 00 9 1，90 0 36 2 34 4
4 1 彫 刻 家 、画 家 、工 芸 美 術 家 3 8 ．1 00 13 ，70 0 36 0 3 1 5
4 2 デ ザ イ ナ ー 1 5 2 ．7 00 6 8 ．5 00 44 9 43 9
43 写 真 家 、カ メラ マ ン 6 3 ．4 00 9 ．70 0 15 3 12 3
（1 1） 音 楽 家 、舞 台 芸 術 家 2 0 5 ．2 00 1 36 ，70 0 66 6 66 0
44 音 楽 家 （個 人 に 教 授 す る も の を 除 く） 2 3 ，4 00 8 ，10 0 34 6 3 1 4
4 5 音 楽 家 （個 人 に 教 授 す る も の ） 10 7 ，2 00 9 8．80 0 9 2 2 9 1 8
4 6 俳 優 、舞 踏 家 、演 芸 家 （個 人 に 教 授 す る も の を 除 く） 5 8 ，2 00 1 7，90 0 30 8 3 1 3
4 7 俳 優 、舞 踏 家 、演 芸 家 （個 人 に 教 授 す る も の ） 16 ，4 00 1 1，90 0 7 2 6 7 4 0
（1 2 ） そ の 他 の 専 門 的 ・技 術 的 職 業 従 事 者 6 7 6 ，0 00 3 1 5，60 0 4 6 7 4 3 9
4 8 個 人 教 師 （学 習 指 導 ） 19 5 ．9 00 95 ，80 0 4 8 9 4 3 0
4 9 個 人 教 師 （他 に 分 類 され な い も の ） 12 4 ．8 00 10 1，40 0 8 1 3 80 1
50 職 業 ス ポ 胃 ツ 家 （個 人 に 教 授 す る も の を 除 く） 16 ．2 00 1．00 0 6 2 6 1
5 1 職 業 ス ポ ー ツ 家 （個 人 に 教 授 す る も の ） 6 6 ．2 00 32 ，40 0 4 8 9 4 8 4
5 2 他 に 分 類 され な い 専 門 的 ・技 術 的 職 業 従 事 者 2 72 ．8 00 8 5．10 0 3 1 2 2 8 5
B　　 管 理 的 職 業 従 事 者 2 ，8 6 5 ．4 00 2 9 3，70 0 1 0 2 9 1
（1 3 ） 管 理 的 公 務 員 15 1，7 00 5，50 0 3 6 2 2
5 3 管 理 的 公 務 員 1 5 1，70 0 5，50 0 3 6 2 2
（1 4 ） 会 社 ・団 体 等 の 役 員 1．8 3 2 ，5 00 2 60 ．20 0 14 2 12 9
54 会 社 役 員 1．76 0 ，7 00 2 5 2，80 0 14 4 13 2
55 そ の 他 の 法 人 ・団 体 の 役 員 7 1 、8 00 7、40 0 10 ＿3 6 、5
（1 5 ） そ の 他 の 管 理 的 職 業 従 事 者 88 1．2 00 2 8，10 0 3 2 3 0
5 6 会 社 ・団 体 等 の 管 理 的 職 業 従 事 者 79 8 ．2 00 20 ，10 0 2 5 2 1
5 7 他 に 分 類 され な い 管 理 的 職 業 従 事 者 8 3 ，0 00 8，00 0 9 6 10 5
総 数 （A ＋B ） 1 1，0 4 9 ，3 00 3 ，6 9 9 ，2 00 3 3 5 3 2 2




































































































































































































































政 府 が 取 るべ き有 効 な 手 段
エ レ ク 25 家 庭 に 1 台 、掃 除 、洗 濯 な どを 行 グ お 手 伝 い ロボ ット」が 普 及 5 0 18 産 学 官 ・異 分 野 間 の 交 流
す る。 （55％）
情　 報 54 家 庭 また は 病 院 等 に お い て 介 護 を 支 援 す る ロボ ットが 実 用 化 8 1 10 政 府 負 担 資 金 の 拡 充 （7 0 ％）
され る。
生　 産 3 9 家 庭 の 掃 除 、洗 濯 等 の 家 庭 作 業 の い くつ か を 使 用 者 の 習 慣 4 1 14 産 学 官 ・異 分 野 間 の 交 流
を 学 習 して 行 う家 事 ロボ ットが 開 発 され る。 （52 ％）
都　 市 4 6　 高 齢 者 や 身 障 者 が 介 助 者 な しに 、食 事 、入 浴 、排 泄 、娯 楽 5 6 14 政 府 負 担 資 金 の 拡 充 （6 7 ％）
等 を 自 ら行 うことを 支 援 す るロボ ットや 装 置 の あ る住 宅 が 日本 で 普
及 す る。
















生　 産 35 イ ンター ネッ ト、イン トラネ ッ トを利用 したマルチメデ 49 08規制の整備 （64％）
イア情報交換 も仕組 み （電子 メール、電子会議、W W W 等）
によ り、直接面談 の必要な場合を除き、在 宅勤務が普及す る。
通　 信 59 異なる場所 、組織に分散 して いる設備や機能、人材をネ 62 06人材の養成 ・確保 （44％）
ッ トワー ク上で統合 し、企画、設計、製造、営業等 を行 うバ
ーチャル ・カ ンパニー を実現するための協調プロセ ス支援技
術 が開発される。
③高齢者の社会参加等の支援技術











農　 林 14 人工知能をもったリモコン型多目的農業ロボットが開発 61 11産学官 ・異分野間の交流
され、高齢者でも簡単に畑を耕したり、作物を収穫したりす （80％）
ることができるようになる。
生　 産 67 高齢者の機能劣化 （ブレイン面、フィジカル面）や身障 73 13政府負担資金の拡充（75％）
者を総合的にサポー トする生産システムが普及する。
都　 市 44 高齢者や身障者も普通の人と同様に利用できるヒューマ 58 10産学官 ・異分野間の交流
ンインタフェースをもつ情報技術システムが日本の公共施設 （64％）
に普及する。

















































































1995年 度 2000年 度 2 0 1 0 年 度 2 0 2 5 年度
N l比 N I比 M 比 N l比
社会 保 障 給 付 費
兆 円 ％ 兆 円 ％ 兆 円 ％ 兆 円 ％
65 17 8720 1／2 137 28 216 35 1／2







46 9 1／2 90 15
福 祉 等 13 18 3 1／2 27 4 1／2
（介 護 （再 掲 ）） （－） （一） （4） （り （8） （1 1／2） （14） （2 1／2）




社 会 保 障 給 付 費
1995年 度 2025年 度
N l比 A N l比 8　　 ！N 此 C N I比
（兆 円 ） （％ ） （兆 円 ） （％ ） （兆 円 ） （％ ） （兆 円 ） （％ ）
6 5 17 27429 1／2 230 33 1／2 2 16 35 1／2
うち 年 金 34 9
6
2
142 15 1／2 109 16 98 16
医 療 24
7
90 10 90 13 90 15
福 祉 等 4 1 4 1／2 31 4 1／2 27 4 1／2
（介 護 （再 掲 ）） （－） （－） 21 2 1／2 16 2 1／2 14 2 1／2






































































人件 費 （48 ．7） 材 料 費 （2 7．2） そ の 他 （24 ．日
春吉壬（1白11








給 食材料（5．0）　　 経費 ・その他（67．5）









































































訪問介護（ホームヘルプサー 日常生活に支障のある高齢者がいる家庭を訪 問して、 10万人 168万人 17万人 96万人ビス） 介護 ・家事サービスを提供
短期入所 （ショー トステイ） 寝たきり老人等の介護者に代わって、特別養護老人
ホーム等で短期間、高齢者を預かる
5万床 6万人分 6万人分 3．3万人分
適 所介護 ／通所リハビリ（デイ 送迎用バス等で通所介護（デイサービス）センターに通う





























400ヶ所 400ヶ所 400ヶ所 186ヶ所
老人訪問看護ステー シ］ン 在宅の寝たきり老人等に対し、かかりつけの医師の指示









保健 料 月額 （平成7 年度価 格）
① 平成 12年度　　 約240 0 円






















































































































































年収基準の徴収方法を導 入した場合の月収別保険負担の変化 （単位 ：万円）
税込み 月収 平均ボーナス（年間） 現行保 険料 新制度
15万円 28．8万円 15．6万 円 14 4万円
20万円 55．2万円 21万 円 19 8万円
24万円 79．2万円 25．2万 円 25．2万円
34万円 118．8万円 36万 円 36万円
44万円 1824万円 46 8万 円 48万円
50万円 212 4万 円 53．4万円 55．2万円

































5 つの 選 択 肢 （厚 生省 ）
A 案 現行制度の給付設計を維持する案 年金額
前回の平成6 年改正に基づく給付 水準 や支給開始年齢 等を維持する。 2 3 万円
厚生年金の最 終保険率料は、月収 の34 3％ （ボーナスを含む年収の2 6 4％）に上昇
日案　 厚生年金保険 料率を月収 の30 ％以 内にとどめる案
2 1 万円
J享生年笠の表 柊1禾朕科挙を、育射功の半既6年収止の前 提であった月収 の3Ut死八ホ‾丁スを富む年収 の
23％程度）以内にとどめ ることとし、その範囲内に収まるよう給付設計を見直す。
平成37（2025）年度時点で支給総額を2割程度抑制することが必要。
C 案　 厚生年金保 険律令を年収（ボ ナース含 む ）の 20 ％程度にとどめる案
1 9 万円
厚生年金の最終保険率料を、ボーナスを含む 年収の20 ％程度（月収の2 6％程度）にとどめることとし、そ
の範 囲内に収まるよう給付設計を見直 す。
平成37（2025）年度時点で支給 総額 を2割程度 抑制することが必要。
D 案　 厚生年金保 険料率を現状程度に維 持する案
1 4 万円
厚生年金の最終保険料率を現状程 度の月収の20 ％程 度（ボーナスを含む年収 の15％程度）にとどめ
ることとし、その範囲 内に収まるよう給付設 計を見直す。
平成37（20 25）年度時 点で支給総額を4割程 度抑制することが必要。
E 案　 厚生年金の廃止 （民営 化）案










































































































































































































































































































































































年 齢 （歳 ） 人 口（千 人 ）
－3 S D －2　 5 S D
有 病 率 （％ ） 推 計 患 者 数 （人 ） 有 病 率 （％ ） 推 計 患 者 数 （人 ）
4 7へ′49 2 629 6 4 16 8 256 9 7 255 0 13
50 ～59 8 298 17 4 1 443 852 2 7 3 2 26 5 354
60 ～69 6 772 44 9 3 040 628 58 9 3 988 708
70 へ・79 4 314 5 7 7 2 489 178 63 5 2 739 390
80 以 上 2 179 58 3 1 2 70 357 73 6 1 60 3 744
計 8 4 12 271 計 10 852 20 9
推計患者数（男性）
年 齢 （歳 ） 人 口 （千 人 ）
－ 3 S D － 2　 5 S D
有 病 率 （％ ） 推 計 患 者 数 （人 ） 有 病 率 （％ ） 推 計 患 者 数 （人 ）
4 7 ～ 4 9 2 5 9 5 9 4 2 4 3 9 3 0 14 1 3 6 5 8 9 5
5 0 ～ 59 8 0 6 0 8 2 6 6 0 9 2 0 13 7 1 10 4 2 2 0
6 0 － 6 9 5 9 8 0 9＿7 5 8 0 0 6 0 14 3 8 5 5 14 0
7 0 ～ 79 2 84 6 16 7 4 7 5 2 8 2 2 5 0 7 1 1 5 0 0
8 0 以 上 1 1 4 5 16 7 19 1 2 1 5 2 5 0 2 8 6 2 5 0









60 歳 代 70 歳 代 80 歳 代
男 性 8％ 14 ％ 4 5％
















































































































































































年 齢 あ きる野市 調 布 市 大 田 区 秋 川市 苫渇布市 大 田 区
平 成 8 年 度 平 成 8 年 度 平 成8 年 度 昭和 58年 度 昭 和 58 年度 昭和 58年度
0～14 歳 12 0 ヽ 2 1 5Ii 3 8％ 1 6ヽ 7 6％ 1 4Ii
1ダ29歳 34 6％ 20 9ヽ 19 7ヽ 6 8，i 22 9，i 13 2！‘
30‾44 歳 41 4 Ii 30 1ヽ 33 6 Ii 12 8％ 15 8Iも 16 8％
45～59歳 19 0 ，i 24 4％ 18 3％ 12 0ヽ 20 3％ 4 6％
60 歳 以 上 14 9ヽ 8 2％ 7．0 ％ 0 0ヽ 5 6％ 2 7＼


























































診 誤 時 間
総 数 3分 未 満 3’▼10 分 未 満 10【20分 未 満 20 【30 分 未 満 30 分 以 上
待
総 数
総 数 10 0 0 22 9 55 4 12 7 4 9 4 1
30 分 未 満 40 5 10 3 20 5 5 0 2 3 2 4
30 分 ～1時 間 未 満 26 4 5 5 15 6 3 4 1＿1 0 7
1 時 間 ～1 時 間 30 分 未 満 15 5 3 3 9 1 2 0 0 7 0 4
1 時 間 30分 ～2時 間 未 満 7 4 1 6 4 3 1 0 0 3 0 2
2時 間 ‾3時 間 未 満 7 3 1 6 4 3 0 9 0 3 0 2
3時 間 以 上 2 8 0 7 1 5 0 4 0．1 0 1
大 病 院
総 数 10 0 0 21 5 57 5 13 0 4 6 3 4
30 分 未 満 29 4 6 5 15 9 3 8 1 7 1 4
30 分 ～1 時 間 未 満 27 4 5 7 16 2 3 6 1 2 0 8
1 時 間 ‾1 時 間 30分 未 満 18 6 4 0 10 9 2 4 0 8 0 5
1 時 間 30分 ”2時 間 未 満 9 9 2 1 6 0 1 3 0 3 0 2
2時 間 ～3時 間 未 満 10 1 2 2 6 0 1 3 0 4 0 3
ち
時
3時 間 以 上 4 5 1 1 2 4 0 6 0 2 0 2
中 病 院
総 数 100 0 23 4 56 1 12 6 4 5 3 3
間 30 分 未 満 37 7 10 0 19 5 4 6 1 9 1 7
30 分 ～1 時 間 未 満 27 2 5 9 16 2 3 4 1 0 0 7
1 時 間 ”1 時 間 30分 未 満 16 4 3 5 9 6 2 1 0 8 0 4
1 時 間 30分 ～2時 間 未 満 7 9 1 7 4 6 1 0 0 3 0 2
2時 間 ～3時 間 未 満 8 0 1 7 4 7 1 0 0 4 0 2
3時 間 以 上 2 9 0 7 1 6 0 4 0 1 0 1
小 病 院
総 数 100 0 23 2 50 9 12 7 6 4 6 8
30 分 未 満 60 8 15 7 28 5 7 2 4 1 5 4
30分 ～1時 間 未 満 23 3 4 3 13 5 3 4 1 3 0 8
1 時 間 ‾1 時 間 30分 未 満 9 7 1 9 5 5 1．3 0 ．5 0 4
1 時 間 30分 ～2時 間 未 満 3 2 0 7 1 8 0 4 0 2 0 1
2時 間 ‾3時 間 未 満 2 3 0 5 1 2 0 3 0 2 0 1



















































































































































































































































































































































低い 中 高 い
人口動態の変化 に伴 って
よ りニーズ ・問題 が拡大
す るもの
・個人の生活バ ター ンに含わ ・高齢 者に特有の疾病の 予防 ・がんの 治療
せたア ドバイス シス テム と治療 ・生活習慣病 に関す る医療
技術
環 境制 約の強 ま りに伴 って
よりニーズ ・問 題が拡 大
す るもの
その他
・心の病 への対応 ・患者 の満足度の 向上 ・横 断的医療 技術 （脳研究 ・
・医療 についてのネ土会 的含意 ・感 染症への対応 遺伝子 治療 ・人工臓器等）

















































































































保健・107 ア／レツノ＼イマ 型ー痴呆の発症機構が解目される。 73　2012
保健・153 アルツノ＼イマー 型痴呆に対する有効な治療法が褐ヌされる。 73　2013












4 感 染症 、アレ′レギー 疾 患 へ の 対 応 重要′雲指亀　実現了・利生
（》感 染 症 へ の 対応
保 健 ・I13　H IV の ワクチ ンが 詞発さ　 るし 72　2007
保健 ・135 ウイル ス性 肝 疾 患 を治 癒 させ る薬 剤 が普 及ヱ 亘。 75　2010
保 健 ・持6 A ID Sの 治 療 法 が 実 用 化 され る。 70　 2009
保 健 ・持7 血 液 からウイルスを除 去 す る方 法 が普 及 土る。 69　 2010
保健 ・138　マラリアワクチ ンが 尊　　 る 34　 2009
② ア レルギ ー疾 患 へ の 対 応
ライフ 0ー7 花 粉 症や アトヒニー な どのア レ／レギ ーを引 き起 こす 免 疫 制御 機 構 や 環 境 要 因 が明 らか 82　2014
になり、即 時 型 ア レルギ ー を完 全 にコントロール で きるようになるし
ライフ 7ー0 免 疫 システムを局 所 的 に制 御 す る方 法 が普 及 宣二亘。 76　 2013
保健 ・川3　自 己免疫 疾 患 の発 症機 構 が解 明される。 66　 2012
保健 ・139 アレル ギー 疾 患 が 亡▼治可 能 となる。 72　2018













































































































































































































107 t伽 10 1 75 120
9
5
14 12 12 10
8 7 6 4
9 9 95 ！X ） 恥 88 8 6
34 77 59 59 53 4 7
9 7 98 97 97 96 9 6
8 1 85 77 8 1 80 73
77 81 67 65 朗 60
15 33 36 35 33 2 9
10 2 96 86 83 76 73


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ライフ 7ー4 ヒトの代表的成人病であり、多因 子による遺伝形式を示す糖尿病 、高血圧、動脈硬 化　　 88　2012
の遺伝 子群 が固足され 、分 子病因 論的分類がなされる。
保健 ・120 成人病予防のための生活様式（営養　 休養　 運 動）の科学的指針 が並　　 る　　　　　　 81 2006
② 豊かな食生活
農林カ67 個人の体質 に応じて疾病 の予防が可能となる機 能性食品が実用化 される。　　　　　　 60　2011
農林オ68 ダイエット食 品に利用できる砂 糖と全く同じ甘味 と調理　 生をもった人工甘味料が其　　 42　2007
用 ヒされる。











































































































































































































































































世 帯 人 員 居 住 室 面 積　 （内 法 ）
住 戸 専 用 面 積
（壁 芯 ）
1 人 7 5 rバ　　 （4 5 畳 ） 1 8 ポ
1 人 （中 高 齢 単 身 ） 15 0　　　 （9 0 ） 2 5
2 人 1 7 5　　　 （10 5 ） 2 9
3 人 2 5 0　　 （15 0 ） 3 9
4 人 32 5　　 （19 5 ） 5 0
5 人 3 7 5　　　 （2 2 5 ） 5 6










住 宅 価 格 床 面積 敷 地 面積 住 宅 単 価 時 間 当 賃 金額 住 宅購 入 の ため に
必 要な 労 働 時 間
（各 国通 貨 ） （バ） （バ ） （円 ／ パ ） （各 国通 貨 ）
（住 宅 価 格 ／ 時 間
当賃 金 ）（時 間 ）
東 京 132．00 0．0 00円 150 200 8 80］000 2 ，12 6円 く2．769 円〉 62．088く4 7．67 1〉
大 阪 97．080．00 0 円130 210 74 6．76 92 ，12 6円 く2．372 円〉4566 3く4 0．927〉
ニューヨー ク ＄150，000 ′〉
3200．000
186 279 82．4 27～
109．903
‡12 06 12 ．43 8～
16 ，5 84
ロサ ンゼ ル ス ＄140．000 ～130～ 60 4へ・ 110 ．0 72 ～312 06 11．609 ′〉
＄200．000 149 697 137．193 16 ．5 84
フランクフル ト D M 60 0．000 ～120 200 ・〉 314，900 ～ D M 24 58 244 10 ～
D M 800．000 400 4 19．86 7 3 2．54 7
パ リ FF 1，2 50 1000120 400 191，771FF50 63 24 ，6 89




£6 19 25 ．040 ′｝
42 ．0 03
バ ンクー バ ー C S50 0．000 223 36816 7．803 C S 15 80 3 1．646
シ ドニ 胃 A S2 95，000110 550 200 ．38 5A ＄15 85 18 ．6 12
ソウ ル 225，150．000ウォン150 190 189］126 － －
住 宅 価 格 床面 積 住 宅単 価 時 間 当 賃 金額 住 宅 購 入 の ため に
（各 国 通 貨 ） （バ ） （円 ／ バ ） （各 国通 貨 ） 必 要な 労 働 時 間
東 京 42．200．00 0 円 70 60 2．85 72′126円 く2．769 円〉19，849く15．240 〉
大 阪 39．000．00 0 円 70 55 7］1432 ．12 6円 く2］3 72 円〉18．344く16，442 〉
ニュー ヨー ク ‡280．000 － － － －
ロサ ンゼ ルス ＄150．00 0′〉 130 ～ 117，935 ～ 312 06 12，438 ～
‡300．00 0 16 7 183．6 11 24 ．8 76
フランクフル ト
D M 450－000 ～ 80 ～ 354，263 ～ D M 24 58 18，308 ～
D M 60q OOO 100 377］880 24 ，4 10
バ リ F F2．000．000 100 368．200 F F50 63 39 ，502
ロンドン £ 85．0 00 ′〉
£ 150．000
90 14 7，843 ～
260．900
£6 19 13］732 ～
24 ．233
バ ンクー バ ー C ＄150．000 70 160．37 1 C S 15 80 9］494
シ ドニ ー A S 150．000 60 186，800 A S 15 85 9．464















105，000 円～135］000 円～ 105，000 ～ 135．000 ～ 2．128円 49 4 ・｝65．9 63．5 ′〉75 3
140 ，000 円 160．00 0円 140．000 160，000 く2．769 円〉 く3 7 9 ～50 6〉 く48 8 ・〉5 7 8〉
ニューヨーク 95
‡428 ′〉 ‡541 ～43 ．723 ～ 55．286・｝
＄12 06
35 5 ～ 44 9 ～
S458 37糾 46，846 76．0 52 38 0 63 3
ベル リン 94
D M 990 ～ D M 1．260 ．－ 62，350 ′〉 79，355～
D M 24 58
40 3 ～ 5 1 3 ・〉
D M 1．4 50 D M 1，800 9 1．32 1 113．364 59 0 73 ．2
デュッセンドルフ 93
D M 990 ～D M 1．400 ～ 62 ．350 ・｝ 88．172～
D M 24 58
40 3 ～ 5 7 0 ～
D M 1，320 D M 1，63 3 83 ．134 102，867 53 7 6 6 4
シンガポール 9 4
S ＄2．0 54 22～
S ‡2月87 35
S S2．004 55 ～


















































































日本 93 59 8
アメリカ合 衆 国 80 64 4
カナ ダ 8 1 63．7
イギ リス 8 1 34 7
オ ー ストリア 8 1 52 9
オランダ 7 7 40 5
ドイツ（旧 西 独 地 域 ） 78 36 0








































































































































あ れ ば 良い 設 備 （％ ） ある設備 （％ ）
す べ りにくい床 や 階 段 19 ．0 9 ．1
階 段 や 廊 下 の 手 す り 2 7 ．4 1 5 ．8
部 屋 と部 屋 の 間 の 段 差 を解 消 2 1 ．5 8 ．2
高 齢 者 に配 慮 した 台所 1 1 ．4 3 ．4
高 齢 者 に配 慮 した 風 呂、トイレ 5 0 ．5 9 ．2
緊 急 時 に、緊 急 事 態 を知 らせ る装 置 3 4 ．9 2 ．1






















































































































































































































16ム3　 1　　 24 0 軋 7　　　　　 】 15 4 2
11．3 28 2 5 0．9 9 1
11．7 23 4　　 ［　　　　　　 50 ▼5　　　　　　 1 13 3　 い1
26・2　　 l　　　　 39 3　　　　 I　　 28・0　　　 1 6 5
21．5 28 9　　　 l　　　　 39・0　　　　 1 9 3　 い4
14 9 21 5　　 l　　　　　 4 5・O　　　　　 l 15 3 3
15・5　 l　　 24 0　　 i　　　　 37 7 19 6 3．
13・9 】 13 9　 1　　　　　 43・7　　　　　 】　　 22 5　　 l 6 0
8・3 1 13 0 39，8　　　　　 1　　　 29 6 9．3
14 9 17 8　 1　　　　　 朝 －2 20 2 2
















































































































l 女　　　　　 性 男　　　　　 性
全　　 数 6 0 歳 以 上 全　　 数 6 0 歳 以 上
品 質 が よ い 4 8 ．0 ％ 4 2 ．1 ％ 3 5 ．3 ％ 3 7 ．4 ％
価 格 が 安 い 4 2 ．1 3 6 ．9 3 9 ．3 3 5 ．9
品 揃 え が 豊 富 な 店 3 8 ．3 3 7 ．8 3 3 ．4 3 2 ．3
信 用 が お け る 店 2 6 ．8 3 2 ．0 2 6 ．0 2 8 ．5
家 の 近 くに あ る 店 2 6 ．7 3 2 ．6 2 2 ．3 2 4 ．9
入 りや す い 店 1 9 ．1 2 1 ．3 2 0 ．3 17 ．8
客 へ の 対 応 が 良 い 店 1 6 ．9 1 3 ．1 1 9 ．6 1 9 ．0
営 業 時 間 が 長 い 店 1 5 ．6 1 0 ．1 1 7 ．2 8 ．9
親 しみ や す い 店 1 6 ．1 2 2 ．9 1 3 ．2 1 7 ．2
ア フ ター サ ー ビ ス が 良 い 店 1 2 ．9 9 ．8 1 6 ．8 1 3 ．6
駐 車 場 な ど の 施 設 が 整 備
され て い る 店
1 1 ．4 6 ．7 1 8 ．4 1 5 ．7
規 模 が 大 き い 店 1 4 ．0 1 2 ．2 1 4 ．9 1 4 ．5
そ の 他 0 ．7 0 ．9 0 ．8 1 ．5


































































































































































































































1安くて広い住 宅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 重要楠 救実現子胼
①職 住近接 した住 宅及び住宅 建設コストの低減
都 市 ・二67 太選度 地下空 間に人間 が定住 する都 市 が真過重 る。　　　　　　　　　　　　　　　 25　2023
都 市 ・ラ70 居住空 風 をもつ超 々高層 ビル （1，000m程 度）の建 設技術が 日本 で実用化され 。　　　　 27　2020
都 市 ・：71 超 々 高層 ビル（1，腑Om程 度）に人 間が居住する場合の生理・心 理的影響 が盤 坦皇迫る。　 32　2018
都 市 ・悠4 鉄 骨のための高耐 久 ・高性能 の接 着剤 が盟逢 され、鉄骨工事 が大 幅に合理化 される。　 47　2015
都 市 ・悠5 鉄 筋コンクリー トを代替 し現場 作業を容 易にす る新材 料が開発 される　　　　　　　　　 53　2018
② 高齢 者 、障害者 に対応 した住 宅
都市 ・！46　高齢者 や身障者 が介 助者なしに、食 事、入浴 、排 泄、娯楽等を 自ら行 うことを支援 する　　 56　2014





































































































































































（単 位 ：千 台 ）
199 3 19 94 19 95 199 6 199 7
カラー テ レ ビ 5 ，136 5 ，48 3 5 ，8 86 6 ，34 7 6，84 1
冷 蔵 庫 3 ，44 7 3 ，5 2 4 3，62 5 3 ，75 2 3，85 0
洗 濯 機 3 ，8 3 1 3 ，8 8 2 3，95 8 4 ，0 6 0 4 ，18 2
エ ア コン 2 13 60 2 ，58 8 2 ，8 89 3 ，26 4 3，60 6












（1） （2） （3） （4） （5）
5 月末 ま での 報
。dこlこ］
6 月 ～ 9 月 末 の
追 加 報 告 分 計 （1）十（2） 未 報 告 分
（参 考 ）全 国の
施 設 数 （5 月末 ）
報告 数 1，4 95 54 1．549 98 1．641
80n g‾T EQ ／N m 3
を超 えた施 設 数 105 2 107








既に実施 今後予定 計 既に実施 今後予定 計








発　　　 生　　　 源 発 生 量 備 考
く　 燃　 焼　 過　 程　 ＞
一　 般　 廃　 棄　 物　 焼　 却 4，300
ごみ 処 理 に かか るダ イオ キシン頬 発 生産　 業　 廃　 棄　 物 54 7～707
金　　 属　　 精　　 錬 250
防 止 等 ガイドラインより
平 岡 正 勝 京都 大 学 名 誉 教 授 試 算
石　 油　 添 加　 剤 （潤　 滑 油 ） 20
た　 ば　 こ　 の　 煙 16
回　 収　 黒　 液　 ボ　 イ　 ラ　 胃 3
木　 材 、 廃　 材　 の　 焼　 却 0 20
自　 動　 車　 排　 出　 ガ　 ス 0 0 7
（　　 小　　 計　　 ） （5，140 ～5，300）
＜　 漂　 白　 工　 程　 ＞
晒　 ク　 ラ　 フ ト　 パ　 ル　 プ 0 70
環境 庁 試 算
く　 農　 薬　 製　 造　 ＞
P C N B 0 0 6 環 境 庁 試 算
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□ 製 品 の 購 入 時 に 支 払 う（価 格 に 上 乗 せ
す る ）
回 使 用 済 製 品 を引 き取 って もらう時 に 支 払
lt－つ
□ 製 品 の 購 入 時 に 多 め に 支 払 い （価 格 に
上 乗 せ す る）、引 き取 って もらうとき に －
部 返 金 （デ ポ ジ ッ ト制 ）
























































































































































































































低 い 中 高い
人口動 態の変化 に伴 って、
よ りニーズ ・問題が拡大
す るもの
環 境制約の強 ま りに伴 っ
て 、
よ り二 一ズ ・問題が拡 大
す るもの























































1家庭 か ら出るごみ の 削減 重要′空指恵　実現了・剰年































































































































国 名 日本 米 国 英 国 ドイ ツ 韓 国 シ ン ガ ポ ーリ
住 宅 用 電 話 回 線 加 入 率 1（カ．0 1髄 ．6 92．0 1（カ．6 122 ．0 14 1．8
通 信 料 支 出 額 1（刀．0 83．5 66．9 54．0 43．6 57．2
携 帯 電 害者 P H S ）加 入 率 1（刀．0 73．8 52．3 29．3 4 1．5 124．0
無 線 呼 出 加 入 率 1（刀．0 152．9 14．9 11．3 443 ．0 603．2
V 1月 保 有 率 1（泊．0 1（万．2 99．1 78 ．2 9 1．1 99．2
パ ソコン 保 有 率 1（刀．0 214．4 121．6 107 ．8 79 ．1 112 ．4
パ ソコン 通 信 加 入 率 1（刀．0 72．8 8．3 40 ．5－ 40．5
インター ネット加 入 率 1（刀．0 495．0 3 15．0 2（カ．0 110 ．0 6∝）．0
ケづ ’ルテレビ加 入 率 1（X）．0 542．7 70．9 407．3 180．9 47．3


















































































































199 7年 2005年 20 10 年
インター ネット普 及 利 用 者 数 1，155 万 4．13 6万 4．4 59万
（注 1 ） 利 用 世 帯 数 287 万 1。929 万 21755万
世 帯 普 及 率 6 4，も 4 1 8㌔ 54 9，右
地 上放 送 （注 2 ） 世 帯 普 及 率 100 0％ － 100 0，‘
衛 星 放 送 （注 2 ） 世 帯 普 及 率 － － 85 0 ％
ケ ー ブルテ レビ（注 2 ） 世 帯 普 及 率 10 1％ － 4 1 0％～ 60 0 ％
携 帯 ・自動 車 電話 （注 2 ） 普 及 率 46 0％ － 4 6、9％～ 51 9％


























































区 分 学校 数
tA J




小 学 校 23．851 1，747 7 3
中 学 校 10．470 1．304 12 5
高 等 学 校 4，160 719 17 3
特 殊 教 育 諸 学 校 917 103 11 2






















































































シ　 ス　 テ　 ム　 区　 分 整　　 備　　 数 開　　 発　　 中
行 政 窓 口オ ンラインサ ー ビスシステ ム 99 1 86
行 政 情 報 提 供 シ ス テ ム 25 7 11 1
公 共 施 設 案 内 ・予 約 シ ス テ ム 86 73
図 書 館 情 報 ネ ットワ ー クシ ス テ ム 390 144
生 涯 学 習　 支 援 シ ス テ ム 122 75
保 健 医 療 ・福 祉 情 報 提 供 シ ス テ ム 83 112
防 災 情 報 提 供 シ ス テ ム 609 146
そ　　　 の　　　 他 19 19 576



















































10．0 9 2　　 8 8　　 7 7
5 0
0 0
∩ 苦 言 上 土
画面 を通 ビデオ ・ 行 政サ ー 銀行や郵 画 面を通 画面で相 自宅で仕 画 面で商 新 聞記事 数 用チ ャ キ ヤ ツ 最 新のテ そ の他の
サ ー ビス
じて医師 オ ン ・デ ビスや公 便局の残 じて趣味 手の顔 を 事 を した 晶 を見な を検索 し ンネルの シュ レス レ ビゲ ー
に健 康相 マ ン ド 的施設の 高照会 、 や 教義飜 見なが ら リ、学校 が ら買い て画面で 番組 を高 シ ョッピ ム 配信、
20‾29歳 18　8 41 1 31 4 27　5 18　0 13　0 12　6 11 3 6．3 8　9 3　5 3　9 0　0
30‾39歳 27　3 31 4 35　4 23　4 13　7 ＝）1 17　8 11 1 7 1 8　4 3　6 2　2 1 3
40‾49歳 36　8 28　7 28 1 26．6 21 3 11 7 13　4 9　8 9　4 7　5 2　8 1 0 0　5
50肩59歳 43　7 28　7 25　0 21 8 22　9 13　3 7　8 9　5 10　6 7　8 2　6 1 2 0　7
60歳 以上 55　3 22　9 20　2 20　724 1 20　5 5　2 6　4 8　2 7 1 1 6 0　8 0　4








































































































































































































































































































































































































情報 14 顔や皐士人‾の個人識別技術がセキュリティ管理に実用化される。　　　　　 67　2005
情報　22 悪質なハッカー の攻撃から個人や集団のプライバシー や機密が保護されるような信頼　 91 2007
度の高いネットワー クシステムが豊盈宣二亘。
情報　23 悪生　イルスを自動検知し、これに対処するワクチンを自動生成する技術が盟逢さ並　 72　2009








通信　68 ネットワー ク上におけるマルチメディアソフトの著作権、プライバシー 保護等の情報通　 81 2009
信倫理に関わる不法行為を自動的に監視するセキュリティ技術が普及生る。
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図4－6肩5あなたの住んでいる地域で大地震が起こったとの心配は何ですか


































































全 国 的 に 見 ると あな た の住 ん でい る地 域 で は
（％ ） （％）
非 常 に 多 くなった 3 2 ．3 1 ．0
多 くな った 5 9 ．7 2 0 ．6
変 わ らな い 6 ．7 6 6 ．2
少 な くなった 0 ．3 2 ．3
非 常 に少 な くな った 0 ．0 0 ．5



























































































































日本 d 91 a）0 010b）0 050 0 080 0060 0 030
アメリカ合衆 国 d 91 0 021 0 078 0083 C）0 041
イギ リス C 92 0 012e）0 066 0 157 0072 0 031
イタリア d 88 0 056 0 090 0 110 0 140 0 110
ドイツ（旧西独地域） C 92 0070 0 150 0 200 0 150





















































































































































































































































































































































ライフト69 精神分 裂病の原 因 が分子 レベルで盤 馳 亘。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 74　2016
情 報 114 顔や音 声等の個 人識別 抜術がセキュリティ管理 に実 用化される。　　　　　　　　　　 67　2005
通 信　 69 指紋 、筆跡 、音声 、顔 等の特徴を用いて個 人を識別 するセキュリティシステムが豊及土　　 71 2009
エレク：21 人 間の感情 を理解 ・共有できる「人 工知 能チップ」が園登 さ起る。　　　　　　　　　　　 64　2024
エレク］61 個人認 証のために網膜パ ターンや指 紋パターンを用いるバイオメトリック・センサー が真　 64　2006
周 止される。
情報　 63 防犯 に関す る機 能 および情報 をもつロボットによるセキュリティ自動 監視 システムが真　　 58　2009
屈化される。
通信　 65　防犯 、防災等の機能 をもつ家庭用セキュリティシステムが相互 に結 合され 、地域 的社会　　 59　2010
之ろ三塁として普及亘 る。
通信　 26　緊急 時における救助信号 の発信位 置の検 出の可能な双方 向の携帯通信 機器 が普及　　 58　2006
3交通 事故の防止対策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 重要慢指数芙畏予測年
交通 10　限界運転や交通 事故を実感 （衝撃 力や慣性力も模擬 したレベル）できるドライバ ー教育　　 55　2002
のためのドライビングシミュレータが実 用化 される。
交通 19　一般道において、自動車が走行するために必要な情報を受信 、検知して、危険 回避 の　　 61 2008
ために 自動 車のオンボード制御システムに信 号を送る運 転支援 システムが実用化される。
交通　 20　高速道路等 にお いて、安全性 の確保 、運転疲 労の解 消、交通容量の増大 等のため　　　 55　2015
に、走行 車両の誘導制御 による自動運 転が普及する。
4労働者 の安全確保　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 苺重電指数臭現子肺
生産 り65 危険作業や極 限作業 にロボットが普 及上、関連 の労働 者の安全 が確保 されると共に雇　　 65　2011
用機会や雇 用形態 に変革をもたらす。
交通　 05 労働 力不足 への対応および安全度 向上のため 、ロボット技 術等の利 用により、車 両、線　 66　2008













































































平成10 年3 月末状況平成15年3 月未状況
地方都市 24km ／h 25km／h






歩道等必要道路延長 平成10 年3 月未状況 平成15 年3 月末状況
設置済道路延長 設置率 設置済道路延長 設置率
歩　 道　 等
汚ち幅の広い歩道等
260，000km 137，000km 53％ 162，000km62％







国 名 高 速 道 路 延 長 （km ）
高 速 道路 延 長 ／ 国 土
面 積 （km ／万 k バ）
高 速 道 路 延 長 ／ 人 口




高 速 逼 掻 延 長 ／ 日動
車 保 有 台 数 （km ／万
台 ）
ア メリカ 73，25 7 78 2 8 1 14 8 3．75
ドイツ 11，14 3 3 12 1 3 7 20 ．7 2 64
イギ リス 3，14 1 136 0 5 6 85 7 1 38
フランス 9，000 163 1 5 6 15．9 3 01
イタリア 6，30 1 209 1 1 1 15 2 2 05
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100 ％ 150 ％ 18 0％ 2 00 ％ 250 ％
定 員乗 車 （座席 肩 がふれ あう程 体 が ふ れ あ う 体がふ れ あい相 電 車が ゆれ るた
度 につ くか、吊革 度 で新聞 は楽 に が 、新 聞は読 め 当圧迫 感が ある ぴに体が斜 め に
につか まるか． 読め る。 る。 が、週 刊誌程度 な って身動 きで
の ドア付 近の柱 に な ら何 とか読め きず、手 も動か
目
安
つか ま リゆ った






1 鉄 道 関 係 5 7 年 度 末 8年 度 末 整 備 率 （％ ） 対 5 7 年度 比
（1）J R（国 鉄 ） 駅
161
総 駅 数（4．667）
3 9・エ レベ ー タ胃 の 設 置 4 1 3 4
・エス カレーター の 設 置 73 2 60 5 6 3 6
・身 体 障 害 者 用 トイレの 設 置 120 139 2 29 8 11．6
・誘 導 ・警 告 ブロックの 設 置 571 265 8 57 4．7
・改 札 口 の 拡 幅 232 320 2 68 6 13．8
・自動 券 売 軌 こ点字 テー プ の 貼 イ・
（2）私 鉄 （大 手 15社 ）










・エス カレー ター の 設 置 75 3 77 21．3 5
・身体 障 害 者 用 トイレの 設 置 164 142 3 80 4 8．7
・誘 導 ・警 告 ブロックの 設 置 598 172 1 97．3 2 9
・改 札 口 の 拡 幅 813 162 0 9 1．6 2
・自 動 券 売 ‡射 こ点字 テ ープ の 貼 ィ、
（3）営 団 ・公 営 地 下 鉄










・エス カレーター の 設 置 230 4 15 84 2 1．8
・身 体 障 害 者 用 トイレの設 置 112 4 18 84 8 3．7
・誘 導 ・警 告 ブロックの 設 置 256 4 93 100 1．9
・改 札 口の 拡 幅 320 4 93 100 1 5
・自動 券 売 機 に 点字 テー プ の 貼 1t 151 464 94 1 3 1
2　 自動 車 関 係 両
1低 床 ・広 ドア バス の 導 入
・ノンステップバ ス の 導 入
・リフト付 バ ス の導 入




（うち路 線 バス ）
1ス ロー プ 付バ ス の 導 入




・寝 台 タクシ ーの 導 入 肩 38 6 －
3　旅 客 船 ターミナ ル 関 係 タ肩ミナル 総 夕胃ミナル数 （413）
・エ レベー ター の 設 置 66 32．3
・エスカレ胃ターの 設 置 34 17 4
・身 体 障 害 者 用 トイレの 設 置 19 1 46 2
・誘 導 ・警 告 ブロックの 設 置 79 19．1
4　 空港 旅 客 ター ミナ ル 関 係 総 ター ミナル数 （80）
・エレベ ーター の 設 置 2 1ター ミナル（40機 ） 47（316） 95 9 2．2（7 9）
・エスカレー タ胃の 設 置 － 42（366 ） 85 7 － （－）
・身 体 障 害 者 用 トイレの 設 置 30（86ヶ所 ） 67（40 り 83．8 2 2（4 7）
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J R （国鉄 ） 私 鉄 （大 手 1 5 社 ） 営 団 ・公 営地 下 鉄 旅 客 船 ター ミナル関 係空 港 旅 客 づト ミナル関係
総 駅 数 4，667 1．769 49 3 413 80
エレベー ター の 設 置 3 4％ 10 6％ 38 1％ 32 3％ 95 9％
エスカレー ター の設 置 5 6％ 2 1 3％ 84 2％ 17．4％ 85 7％
身 体 障 害 者 用 トイレの 設 置 29．8％ 8 0 4％ 84 8％ 46 2％ 83 8％
誘 導 ・警 告 ブ ロックの 設置 57％ 97 3％ 100％ 19．1％ 98 8％
改 札 口の 拡 幅 68 6％ 91 6％ 100％




















































































































博物 館 （類 婦 人教 育 青少年 教育




施　　 設 施　　　 設
19 86年 201，968 68，084 210，8043，620 17，397 447，672
19 89 204，029 76，070244，980 4，320 17，703
19 92 219，468100，500 283，087 4，673 19，579551，411
19 95 219，958 120，72286，001 3，822 19，539631，345
増 減数
199 5 －19 92 490 20，222 2，914 －851－40 79，935




















































































































































































































































































都市・：44　高齢者や身障者も普通の人と同様に利用できるヒュー マンインタフェー スをもつ情報技　　 58　2010
術システムが且杢旦都市公共施設に普及土星。





通信　 52 文字情報を　 動的に人間と同じ程度の晶質で音声化する高品質音声合成技術が真　　 60　2007
屈＿起される。
交通　 57 駅やショッピングセンター 等の特定の地区で、目の不自由な人を誘導する案内システム　　 58　2006
が実用化される。
交通　 58　階段、エスカレー タ、坂道などに対応できる知能化車椅子が実用化される。　　　　　　 54　2008
4文化・スポーツ施設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 重要度指数実現用年
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